
事故救済制度の実施状況について 

 

（１）事故救済制度概要（平成 31 年 4 月 1 日開始）  

 認知症の方が事故を 起こ し た場合に救済する制度 

 ○認知症と 診断さ れた方が対象 

 ①賠償責任保険に市が加入 

 ・ 事前に登録さ れた方の保険料を 市が負担 

 ②事故があれば、 24 時間 365 日相談を受付 

 ・ 専用のコ ールセンタ ーを 設置し 、 事故が起こ っ た際、 迅速に相談に対応。  

 ③所在が分から なく なっ たら 、 かけつけ 

  ・ 非常時のかけつけ（ 捜索） サービ スを 含むＧ Ｐ Ｓ （ 衛星利用測位システム） 

     の導入費用を 負担。 ※月額利用料金は別途必要 

 ○全神戸市民が対象 

  ④認知症の人が起こ し た火災や傷害などの事故に遭われた方に、 見舞金を 支給 

 

 

 

資料４ 
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＜①賠償責任保険と④見舞金の内容＞ 

 「 見舞金（ 給付金） 制度」（ 事前登録不要。 賠償責任の有無に関わら ず支給） と  

「 賠償責任保険制度」（ 事前登録必要） の２ 階建て方式 

（ ⅰ） 見舞金（ 給付金）         ※（ ⅰ） と （ ⅱ） は自動車事故対象外 

ア 被害者（ 市民） の場合 

      ・ 死亡（ 最高 3 千万円）， 後遺傷害（ 最高 3 千万円）， 入院（ 最高 10 万円），  

通院（ 最高 5 万円）， 財物損壊（ 最高 10 万円）， 休業損害（ 最高 5 万円）  

        ※火事の類焼被害があっ た場合は上乗せ有り （ 1 世帯当り 最高 30 万円・

１ 事故最高 1, 000 万円）  

イ  被害者（ 市外） の場合 

      ・ 見舞金（ 最高 10 万円）  

 

（ ⅱ） 賠償責任保険（ 認知症と 診断さ れた人で事前登録が必要）  

・ 賠償責任保険（ 最高 2 億円）  

    

（ ⅲ） 傷害死亡・ 後遺障害保険（ 認知症と 診断さ れた人で事前登録が必要）  

交通事故（ 自動車事故対象）， 交通乗用具の火災による 事故によ っ て死亡又は

後遺障害を負っ た場合に支給（ 認知症の方が被害に遭われた場合）  

・ 死亡（ 100 万円）， 後遺障害（ 42 万円～100 万円）  
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（２）支給状況（令和３年６月末時点） 

 支給件数 支給種別 支給金額計 

給付金 ５ 件 物損５ 件 107, 757 円 

賠償責任保険 ８ 件 物損８ 件 1, 365, 962 円 

計 13 件 物損 13 件 1, 473, 719 円 

    ※賠償責任保険の加入者数 6, 370 人（ 令和３ 年６ 月末時点）  

    ※Ｇ Ｐ Ｓ 安心かけつけサービス契約者数 160 人（ 令和３ 年６ 月末時点）  

    ※Ｇ Ｐ Ｓ 安心かけつけサービス出動実績  2 件（ 令和３ 年６ 月末時点）  

 

  〇支給状況内訳 

   ・ 被害者要件： 給付金 個人 5 件（ う ち家族内支給 1 件）   

               ※う ち 2 件は、 加害者と 被害者が同一  

          賠償責任保険 法人 6 件， 個人 2 件   

     

   ・ 加害者の賠償責任保険の事前加入： 13 件中 12 件 

    

   ・ 加害者の認知症の種別： アルツハイ マー型認知症 11 件，  

レビー小体型認知症 2 件  

    

   ・ 加害者の年齢： 平均 81 歳 

    （ 60 歳代後半 2 名， 70 歳代後半 4 名， 80 歳代前半 4 名， 90 歳代前半 3 名）  

    

   ・ 被害者の年齢： 平均 67 歳 

    （ 30 歳代 1 名， 50 歳代 1 名， 70 歳代前半 3 名， 70 歳代後半 1 名，  

80 歳代前半 1 名）  

    

   ・ 加害者と 被害者の居住地： 全て、 加害者・ 被害者と も に市民 

  

（３）事業費 

（ 単位： 千円）  

R元年度( 決算)  R2 年度( 予算)  R3 年度( 予算)  計 

84, 230 112, 035 96, 672 292, 937 
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（４）支給状況詳細 

○令和元年度実績 

 給付の種別 事案発生日 給付金額 事案の概要 

事案１  給付金 

（ 財物損壊給付金）  

Ｈ 31. ４ . 25 15, 932 円 他人の所有する自転車を 自宅へ持ち帰っ て

し まい、 その自転車に損傷を与えた。  

事案２  賠償責任保険 Ｒ 元. ５ . 16 138, 632 円 飲食店で食事中に座席を汚損し た（ 飲食店

は法人） 。  

※支給対象者が法人のため見舞金の給付対

象外。こ のため、賠償責任保険のみを支給 

事案３  給付金 

（ 財物損壊給付金）  

Ｒ 元. ６ . １  9, 720 円 自宅で着替え中にバラ ンスを崩し て転倒

し 、 室内のガラ ス扉の下半分を割っ てし ま

っ た。  

※自宅の登記上所有者は認知症の方の家族 

○令和２年度実績 

 給付の種別 事案発生日 給付金額 事案の概要 

事案４  賠償責任保険 Ｒ ２ . １ 月末頃 19, 800 円 通っ ているデイ サービス施設内のカ ーテン

レールを掴んで下に引っ 張り 、 壊し た。  

※支給対象者が法人のため見舞金の給付対

象外。こ のため、賠償責任保険のみを支給 

事案５  賠償責任保険 Ｒ ２ . ３ . ７  286, 000 円 水漏れをおこ し 、 下の階の天井や壁紙に損

傷を与えた。  

※支給対象者が法人のため見舞金の給付対

象外。 こ のため、 賠償責任保険のみを支

給（ 建物の所有者は法人）  

※下の階の住人の財物に損害なし 。  

事案６  給付金 

（ 財物損壊給付金）  

Ｒ 元年度 35, 805 円 ≪詳細は非公表≫ 

事案７  給付金 

（ 財物損壊給付金）  

Ｒ ２ . ２ 月頃 10, 000 円 他人の所有する靴を持ち帰り 、 汚損し た。  

事案８  賠償責任保険 Ｒ ２ . 10. 29 14, 300 円 入院中にベッ ド のナースコ ールを破損し

た。  

事案９  賠償責任保険 Ｒ ２ . ８ . ２  605, 000 円 ト イ レ を 紙でつまら せ、 下の階まで汚水が

漏水。 階下のキッ チン設備やト イ レ のク ロ

ス等が汚水で濡れて使用でき なく なっ た。  

事案10 給付金 

（ 財物損壊給付金）  

Ｒ 元. ９ 月頃 36, 300 円 隣の家の壁を鍵で傷つけた。  

 

事案11 賠償責任保険 Ｒ ３ . １ . ９  134, 530 円 他人宅の鉄の門扉の取っ 手（ 握り ） を損壊

し た。  

事案12 賠償責任保険 Ｒ ３ . ２ . 25 117, 700 円 歩行中によろ けてマンショ ンのエント ラ ン

スのガラ スに頭をぶつけてガラ スを破損し

た。  

※支給対象者が個人でないため（ マンショ

ン管理組合） 見舞金の給付対象外。 こ の

ため、 賠償責任保険のみを支給 

○令和３年度実績（令和３年６月時点） 

事案13 賠償責任保険 Ｒ ３ . ３ . ２  50, 000 円 新築の住宅（ 入居前） のト イ レを使用し 汚

し た。  

※支給対象者が法人のため見舞金の給付対

象外。 こ のため、 賠償責任保険のみを支

給 
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（参考）診断助成制度概要（平成 31 年 1月 28 日開始） 

 早期診断・ 早期対応を 推進するための 2 段階方式による制度。 いずれも 自己負担の 

ない仕組み。  

①認知機能検診（ 認知症の疑いの有無を 診断）  

・ 地域の医療機関で検診（ 実施医療機関数 451 箇所（ 開始時 326 箇所））  

 

②認知機能精密検査（ 認知症かどう かと 、 病名を 診断）  

・ 専門の医療機関で診断（ 実施医療機関数 74 箇所（ 開始時  53 箇所））  

 

 ≪実施状況≫（ 令和３ 年４ 月末まで）  

○認知機能検診（ 第 1 段階） 受診者数： 39, 528 人 

     精査済みの 36, 417 人の結果内訳（ 令和２ 年 11 月末まで）  

     ・ 疑いあり    8, 713 人（ 23. 9％）  

     ・ 疑いなし    27, 704 人（ 76. 1％）  

 

○認知機能精密検査（ 第 2 段階） 受診者数： 7, 755 人 

     精査済みの 6, 557 人の結果内訳（ 令和２ 年 11 月末まで）  

     ・ 認知症    3, 715 人（ 56. 7％）  

     ・ ＭＣ Ｉ     1, 774 人（ 27. 1％）  

         ・ 認知症でない 1, 068 人（ 16. 3％）  
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事故救済制度の他都市の実施状況について 

 

〇 他都市の実施状況 

 事故救済制度を実施し ている 64 都市（ 本市による把握）  

  ※ う ち政令指定都市は、 4 都市（ 神戸市， 相模原市， 名古屋市， 京都市）  

 

〇 実施自治体の内容 

① 事前登録「 不要」 で支給可能な運用は、 本市のみ。  

   

 ② 賠償責任保険の保険料 

  1, 000 円台： 46 箇所， 2, 000 円台： 10 箇所， 3, 000 円台： 1 箇所， 10, 000 円台： 1 箇所 

   ※GPS の付帯と し て、 賠償責任保険に加入でき る制度を実施し ているのが 6 箇所。  

  

 ③ 補償上限額 

  1 億円： 39 箇所， 2 億円： 3 箇所（ 本市含む）， 3 億円： 17 箇所， 5 億円： 5 箇所 

 

 ④ 自己負担なし で加入でき る市町村が大半。 自己負担あり は 9 箇所。  

  

 ⑤ 特約の有無 

  傷害死亡・ 後遺障害・ 交通傷害等： 20 箇所（ 本市含む）  

  見舞費用補償のみ（ 最大 15 万円程度）： 7 箇所 

  弁護士費用・ 裁判費用の支払： 1 箇所 ※ 補償上限額 1 億円（ 特約含む）  

  特約無し ： 36 箇所 

 

 ⑥ 賠償責任保険の加入者数 

  本市： 6, 370 名 他市： 100 名前後が殆ど（ 最大 1, 000 名）  

 

 ⑦ 賠償責任保険の加入要件 

  診断書必須： 2 箇所（ 本市、 他 1 市）  

  認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上：  2 箇所 

  認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ以上： 18 箇所 

  みまも り 事業加入必須： 41 箇所 

  行方不明になる恐れがある方（ チェ ッ ク リ スト で確認）： 1 箇所 

 

 ⑧ 実績 

  支給実績がある都市： 概ね 1 件 
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